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J・JoyceのＦＹ""電zll"ｓＷｎｈｃに対する

Ｗ・B1akeの後期予言書の影響について

鈴木良平

（１）はじめに

このような表題を掲げると，ハッタリかイカサマのように思う人がいる

かも知れない。確かにＢlakeとJoyceの因果関係を論じる人はあまり多

くはない。わたしとて最初からブレイクとジョイスの関連を考えていたわ

けではない。それは偶然ともいうべききっかけから始まったのだ。わたし

は長らくジョイスを読んではいるがＦＹ冗冗egzz"ｓＷｔｚ陸（以下ＷｉＺ彫と略

す）は，英語で書かれているのかどうかも怪しい多重言語で書かれた作品

で，恐らく空前絶後の難解さをもつ作品だけに，最初から敬して遠ざけて

いた。酸初から読めない，手の届かない高嶺の花とあきられていて，決し

て研究の対象にはすまいと思っていた。

他方，ブレイクの力も難かしいことでは定評がある。ブレイクの力はわ

たしには完全に白紙の状態であった。そのくせ学生と一緒に読むことに決

めたのである．学生相手に読んだのは，ごく初期のso"9ｍﾉｺｸ､o""庭

やＳｍｇｓｑ/Ｅｚ'e"e"“あたりが中心であったが，一人でポチポチ難解

をもって鳴る後期予言書と呼ばれる作品群を読むにつれ，これはジョイス

のＷｈ彫と似ているではないか,テーマといいテクニックといい類似して

いるではないかと思い始めたのである。そういえば“JoyceとBlake,，と

かいう題名の雑誌論文があったなあと思い出して，雑誌を調べて見つけ出

したのがKarlKiralisという人の“JoyceandBlake；ABasicSource

forFinnegansWake'，（nｌｂ此γ〃ＦＹ"'､〃ＳＺ泌磁Cs,1958）という６ページ

ほどの論文である。
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その論文の冒頭に「ブレイクのＪｅｍｓａﾉ"〃はジェイムズ・ジョイスの

酌""aga"ｓＷｈＡｅの主要な源泉のリストの中に加えられるべきだ｡」と魁：

かれており，とのみγ"sαたれとWbz彫の平行関係は1948年にブレイク研

究家として名高いFosterDamon教授によって示唆されたという脚注がつ

いている。また，そのすぐ下の脚注には，これまたブレイク研究家として

高名なNorthropFrye教授の“QuestandCycleinFinnegansWake”

(ＴＡＧ"”sJqyceReDjezU,1,1947）に恩恵をうけて，この小論を書いた

とも記されている。その脚注によればＦｒｙｅ教授のはWtzAeとブレイクの

三大予言書の影響関係を取り扱っているらしいのだが，残念ながらわたし

には未見である。しかし，孫引きで恐縮だが，Ｆｒｙｅ教授は論文の表題に

ふさわしく次のように書いているらしい｡⑩

“InBlakethequestcontainsthecyclｅａｎｄｉｎＪｏｙｃｅｔｈｅｃｙｃｌｅｃｏｎ‐ 

tainsthequest，ｂｕｔｔｈｅｒｅｉｓｔｈｅｓａｍｅｃｈａｌｌｅｎｇｅｔｏｔｈereader，ａｎｄ 

ｔｈｅｓａｍｅｒｅｗａｒｄｓｆｏｒｈｉｍ.'’ 

‘`Ｂlake'sworkismiddle-class，nineteenth-century,moral，romantic， 

sentimentaLandferventlyrhetoricalandtheseweretheculturalqua-

litiesthatJoycemostdeeplylovedandappreciated.'， 

要するに，プレイクとジョイスの特質の類似性を主張しているのだが，

このようにプレイク学者側からのプレイクとジョイスの関連ないしは影響

についての研究は他かながらも存在するが，ジョイス研究家側からのブレ

イクヘの言及はまとまったものはなく，散発的に研究書の中に見られるだ

けである。

しかし，表題のようなテーマは成り立ちうるとわたしは思うのである。

両者の作品を読めばそれは誰にでも納得されるテーマだと思われるのだけ

れども，それがあまり広く認識されていないのは，両者の作品が冒頭にも

記したようにあまりにも難解で，本格的に読む人が少ないというきわめて

形而下的な問題によると思えてならない。それでは，おまえにWbzAeが読

めるのか？読めるというのはハッタリではないか？と言われればグー

の音も出ないのだが，ここでは作品そのものよりも作品の主題とテクニッ

クに対するブレイクの予言書の影響関係を論じようとするものであるし，

読めないと逃げまわっていては何も始まらないので，あえて「盲蛇におじ

ず」で試みてみようと思うのである。

わたしの論点は，（イ）Ｗロハｅは本当に循環形式の作品なのか，（ロ）術
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環形式のヒントを与えたといわれるＶｉｃｏの影響はどの程度まで認められ

るのか，（ハ）テーマ，テクニックの点ではプレイクの後期予言書は

Ｗｔｚ彫の主要源泉の一つとして認められるのではないか，ということにつ

きる。

最後になったが，先ほどのKarlKiralisの“JoyceandBIake，，とい

う論文に戻って，その内容をごく簡単に紹介すると，ルァ必sα陀加とwZzAe

は（イ）ともに人類の転落と覚醒をテーマにしている，（ロ）主人公AIbion

とＦｉｎｎの眠り（＝夢）の期間を人類の歴史とみなしている，（ハ）

growthcycle（成長のサイクル）を取り扱っている，というのである。

｢成長のサイクル」とは，ジョイスの場合は後でのべるが，ブレクに関し

ては，“aspiritualhistoryofman，serrorsinJewism（childhood)，

Deism(manhood),andChristianity(oldage)，,を指すらしい｡2）

（２）Ｆ'""agα"ｓＷａ彫とはなにか？

通常の場合は論じようとする作品の解説など必要ないのだが，Whz彫が

とりわけ難解なせいもあってその内容について必らずしも共通の認識があ

るとも思えず，作品についての認識なくして影響など論じようもないの

で，以下簡単に説明する。題名は「フィネガンの通夜」と通常訳されてい

るが，（ｗａｋｅには「通夜」と同時に「目覚める」の意味もあって）Finn

againWake（フインよ'再び目覚めよ）とも読めるのである。ＦｉＩｍとは

古代アイルランドの武将FinnMacCoolのこととされている。３)このよう

な題名に象徴されるように，「それは人類の転落と復活のアレゴリー｣のを

ジョイス語ともいうべき多重言語で書きつらねたもので，Ellmannの言

葉を借りれば，“thedreamofoldFinn,lyingindeathbesidetheriver

LifreyandwatchingthehistoryofIrelandandtheworld-pastand 

future-Howthroughhismind''`〕を内容とするものなのである。

冒頭の－文からして，

riverrun，ｐａｓｔＥｖｅａｎｄＡｄａｍ，s，ｆｒｏｍｓｗｅｒｖｅｏｆｓｈｏｒｅｔｏｂｅｎｄｏｆ 

ｂａｙ，ｂｒｉｎｇｓｕｓｂｙａｃｏｍｍｏｄｉｕｓｖｉｃｕｓｏｆｒｅｃirculationbacktoHowth 

CastleandEnvirons。

（大意：川は流れる，イヴとアダム教会を通りすぎて，海辺の<ねりから

湾の<ねりへと，そしてめぐりめぐって元に戻る広々としたヴイコ道路に

よって，わたしたちをホウス城周辺につれ戻す｡）
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riverrunという英語にはない単語で，しかも常識に反して小文字で始ま

っていて，文章の111途であることを暗示している。しかし，この文は他に

vicusという単語を除けば，すべて英語で書かれており，文法時にも論理

的にもナンセンスなところはあっても，比較的平易に表面上の意味がたど

れるので，wzz彫の中でも読み易い部分といえる。しかし，多くの英米人

は論理を超えた文章のもつリズムの美しさ，歯切れのよいきびきびしたテ

ンポの速さなどにハツと篭〈新鮮さを感じたらしい｡｡）

ｓｗｅｒｖｅｏｆｓｈｏｒｅのｓの頭韻，ｂｅｎｄｏ（bay,brings…by…backのｂの

頭韻のくりかえしに注目してもらいたい。それは散文というより詩であ

り，言葉の舞踏であり，眼で文面をiliiうとともに，耳で音を，リズムを聞

く，文字通りの散文詩なのだ。

しかし，平易なのは表面だけであって，Tindallの解説によれば，この

目頭の一文は重要な要系を含み,しかも岐初のriverrunこそ,このＷｈｈｃ

のｋｅｙｗｏｒｄなのである。一語ずつ解説すると，日頭の川とはＷｈＡｅの

女主人公ＡＬＰ（＝AnnaLiviaPlulabelle）の変身した姿一ダブリン滋

に注ぐLilYey川一を暗示し，次のＥｖｅａｎｄＡｄａｍ'ｓはダブリン市に実

在するＡｄａｍａｎｄＥｖｅ教会を1膳倒したもの（この転倒に誘惑，転落，復

活の意味がこめられているという）だが，同時にＡｄａｍとＥｖｅのいた

Edenの園を連想させる｡7)swerveやｂｅｎｄは文字通りダブリン湾が湾Illl

していることを示すが，曲折したリフィ川の流れや女体の曲線美なども連

想させ，ここにも女性の誘惑というテーマが感じられるとCampbell＆

Robinsonは言う｡8）

commodiusは「(家などが）広い」という意味だが，Tindallはこの語

には重要な意味が隠されているといって，次のように連想をたくましくす

る。この単語の名詞形ｃｏｍｍｏｄｅは室内便器（chamberpot）という意味

があり，室内便器はまた同じ意味の今は廃語となっているjordanとい

う単語を連想させるが，それはヨルダン河とともに，イタリーの哲学者

Bruno(1548-1600）の名前Giordano（＝Jordan）を想い出させるというの

だ｡o)Campbell＆Robinsonの方は，さすがにそこまでは深読みしてい

なくて，（Tindallも勿論言及しているが）ローマ皇帝Ｃｏｍｍｏｄｕｓの名前

を出しているだけである｡no）

そして問題なのがvicusofrecirculationで，vicusとはstreetやhigh‐

ｗａｙを意味するラテン語だが，これはまたイタリー語ｖｉｃｏのラテン語形
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でもあるそうで，この語にダブリン７１丁に実在するＶｉｃｏＲｏａｄの意味がこ

められている,１．と同時に18世紀のイタリーの哲学者GiambattistaVico

(1668-1744)の名前が秘められていることは言うまでもない。つまりTin‐

dallによれば，この冒頭の－文中にジョイスのWhZAeに決定的な影響を

与えた二人のイタリーの哲学者BrunoとＶｉｃｏの名前が隠されていると

いうことになる。

文末のHowthCastleandEnvironsとは勿論これもダブリン市に実在

するハウス城周辺という意味だが，問題はその三つの単語の頭文字にあ

る。ＨＣＥ.つまり，この作品の主人公HumphreyChimpdenEarwicker

(HCEはHereComesEverywhereとかHavethChildersEverywhere

などに変化するように，すべての男性や111や城などの原型である。同時に

ＡＬＰはすべての女性や海や川を代表する）の名前がそこに隠されている

のである。つまり，この一文にアダムとイヴ，ＨＣＥとALP，Ｖｉｃｏと

Bruno，実在するダブリン市の梅,川，岬，湾，道路などが含まれている。

実在するダブリン市の世界と聖書やＨＣＥとＡＬＰの神話の世界が結びつ

けられているのである。比較的語学的には平易と思われる冒頭の一文に，

これだけの内容を読みとらねばならぬとしたら６００ページをこえる大著を

読みこなすことが如何に至難のわざであるかは言うまでもない。

全体は四つの章に分かれ，Campbell＆Robinsonによれば,'`）１章，

大人たちの書，Ⅱ章，子供たちの醤，Ⅲ章，民衆の書，Ⅳ章,回帰となる。

(これが「はじめに」で紹介したKarlKiralisのいうジョイスの場合の

｢成長のサイクル」ということであろう｡）

れんが職人フィネガンが仕?ｊＴＩＩ１にはしごから落ちて死に，通夜がおこな

われる。しかし，ウイスキーの匂いに目覚めようとするが，すでに彼に代

って海のかなたからHCEarwickerという男が登場してきたので，フィ

ネガンは起き上ることを押しとどめられ，巨大な体を大地に横たえて眠り

続けることになる。FromShopalisttoBailywick…hecalmlyexten‐

solies・'3）（ここにもＨＣＥの頭文字がある｡)彼にとって代ったＨＣ,Ear‐

wickerは普遍的人間，男の川(型であり，彼の分身にはすべてＨＣＥの頭

文字がつくようになっている。彼の妾が通称ＡＬＰである。夫婦の間に

ShemとShaunというふたごの男の子とIsabelという娘がいる。ふたご

の息子ＳｈｅｍとShaunは仲が悪く，いつもいがみ合っている。ここに

GiordanoBrunoの哲学一「対立しながらも補い合う力」とか「相反す
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るものの同一性」とか呼ばれるもの－が見られる。

最後の文章は次のようになっている。

Ｅｎｄhere・Ｕｓｔｈｅｎ、Finn，again1Take、Bussoftlhee，mememor・

mee1Tillthousendsthee，Lps、Ｔｈｅｋｅｙｓｔｏ・Give、！Ａｗａｙａ

ｌｏｎｅａｌａｓｔａｌｏｖｅｄａｌｏｎｇｔｈｅ 

とわけの分からない文章，それも又の中途で定冠詞theで終り，冒頭の

riverrunにつながってゆくことが暗示されている。つまり，作品自体がぐ

るぐる循環する円環形式になっているのである。(Take・Bussoftlheeは｢パ

スにそっと乗る」とも,bussに古・方言としてキスの意味があるから「そ

っと（度々）キスをする」の意味にもとれる。mememormee1にはラテ

ン語のMementoMori1（死を忘れるな）という有名な諺が隠されている

ようだし，勿論，前の単語ｈｅと対応してｍｅということだろう。thou‐

sendstheeは「千」という意味と「汝，汝を送る」という意味か（？)）

しかし，本当にこのWbzAeは循環形式になっていて，末尾の一節は冒頭

の一文に戻るのだろうか？文章は冒頭の一文につながるかも知れない

が，論理が，ストーリィが循環するはずがない。冒頭にフィネガンは死ん

で眠るが，そのフィネガンは最後になっても生き返るわけではない。死ん

だフィネガンにとって代って，ＨＣＥが海のかなたから征服王ウィリアム

の如くやってくる。フィネガンとＨＣＥが別人とすれば，この作品は循環

形式ではなく，時間は直線的に流れているとも解釈できる。まさに“Ｅｎｄ

here”なのだ。

しかし，“Ｆｉｎｎａｇａｉｎ１'，とも書かれているように，夜明けとともに，

死んで横たわって眠っているフィネガンが目覚めるのかも知れない。い

や，実はＨＣＥが新たなフィネガンになるのである。死んだフィネガンの

役割をこれから果すのだ。（１）大人たちの書，（Ⅱ）子供たちの書，と時

は流れ，時とともに大人は老い，子供は成長する。やがてはＨＣＥもフィ

ネガン同様に死んでゆき，息子たちがＨＣＥにとって代る時代がやってく

るのだ。TindallもCampbell＆Robinsonも，そのようにこの作品を解

釈して，循環形式の作品だと主張している｡'`）確かに，そのような解釈の

方が素直かもしれない。

しかし，それにしても問題は残る。循環形式だとしても，単純な円環の

くりかえし，進歩も発展もない，堂々めぐりなのか，それとも親と子がち

がうように，そこには何んらかの進歩・発展のあるらせん形の循環形式な
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のか，二つの見解が成り立ちうるように思える。こうなるとジョイスが影

響をうけたとされるＶｉｃｏの歴史観とも微妙にからまり合ってくると思え

るので，ひとまずＶｉｃｏの方に論点を移したい。

（３）Ｖｉｃｏの影響はどこまで認められるか？

ジョイスー家はイタリー語が話されているオーストラリア領Triesteに

長い間「亡命」しており，英語教師をしてジョイスは生計を立てていたの

だが，住居の近くにＶｉｃｏの名を附した公園があり，故郷ダブリンにも

Ｖｉｃｏの名を附した道路があるのを思い出して，また教え子からＶｉｃｏの

存在を教えられたりして，次第にそのイタリーの哲学者の著作に親しむよ

うになったと言われている｡'0）

では，Ｖｉｃｏの主著“LaScienzaNuova，，（＝ＴｈｅｌＶｂｚｕＳｂｆ”Ce）は如

何なるものであるか，ということになるが，ここではTindallの解説を借

用したい。

「歴史の各々のサイクルの中には三つの時代がある。①神々の（原始の）

時代，②英雄の（半歴史の）時代，③人間の（歴史の）時代。これら三つ

の時代は，三つの聖なる慣習を生み出す。①宗教，②結婚，③埋葬。循環

する上潮の後には退潮がやってくる。一つのサイクルが終ると次のサイク

ルが始まり，不死鳥が灰から立ち上るように歴史はくりかえす｡」ここま

での解説で終ってしまう本が多いが，TindaUは良心的で総論を各論と結

びつける。

「我々の知っている皎初の１１|I々のⅡ＃代は，トロイ戦争以前の時代で，ト

ロイ戦争とともに歴史が始まった。アテネとローマの人間の時代は退潮に

通じ，ローマの衰退から新しい時代がやってきた。最初の時代と同じよう

に神々の野蛮な残酷な時代が｡｣'0）

難解な大著のＴﾉｈｅｊｖｂｍＳｂ/e"Ｃｅを短い字数で要約するのは難かしい･

しかし，Tindallの解説はすばらしい。「『新しい学』は神の摂理の歴史的

証明（デモンストレーション）である。神話，言語，歴史の助けを借り

て，ヴィーコはすべての民族の真の歴史がめぐる理想的な歴史の循環の跡

をたどる。特殊な出来事の下に桃士わる一般法則を見出すことによって，

彼は時間の中に永遠を見出す｡｣"）

最後の一文などなんとなくBIakeのＡｌＺｇＷだ“”〃"o""〃の有名な
一節，
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ＴｏｓｅａａＷｏｒｌｄｉｎａｇｒａｉｎｏｆｓａｎｄ 

ＡｎｄａＨeaveninawildHower， 

を連想させるような要約である。そして，ヴィーコの歴史循環説が「歴史

はくりかえす」の一般論のみならず，ギリシャや，ローマから始まる西欧
社会の個別性と結びつけて論じられているところなど大変良心的で立派だ
けれども，それでもこのような要約では不正確だという感じが残るのは否
めない。本当にヴイーコは「歴史はくりかえす」と言っているのであろう
か，そこがわたしには疑問なのである。

ＶｉｃｏのThBjVbzuSae'2“は''１央公論社の「世界の名著」シリーズに清

水幾太郎氏の解説つきで翻訳がある。また,英訳もある。それらはいずれも
初版本（1725年）の翻訳ではなくて，Ｖｉｃｏの死後に出版された（17“年）
三版木を底本にしているのだが，その三版木には「歴史はくりかえす」な
どとは明言されていない。

すべての民族が「神々のllij代，〕雌のllli化および人iil]の時代という三
つの時代区分を経過する」（915iii）とか，「諸民族が再帰する時，文明現
象が反復される」（1046節）とかば凸かれている。また，「すべての民族
が，その発生．発展．静止．没落．滅亡という過程をたどる」（1098節）
とか,民主政治の堕落により殺し合いがおこり,森の中に逃げこんでいた人
々がやがてMi代が移ると「荒野の'２１１から不死鳥のようによみがえる｣(1108
節）とかいうようなことは書かれている。しかし，単純に「歴史はくりか
えす」と記されているのではない。むしろヴィーコの歴史観はらせん形を
描くような発展的なものだ｡

「再帰せる野蛮時代」という用語が西欧Ilj世社会に対して用いられてい
るが，その再帰せる野蛮時代は人類初期の野蛮時代とは決して同じではな
い。例えば，初期野蛮時代の神はゼウスの神であったが，再帰せる野蛮時
代（＝中世）の柿はキリスト教の神である。また，宗教戦争，英雄的盗賊
行為，奴隷制度など「文明現象が反復され」た場合もあるが，決斗などは
再帰せる野蛮時代においては教会法で承認されず復活していない。
ヴィーコの歴史哲学は人類の発展の偶然説や運命説などを否定し，人類

の知性，選択能力などを強調するもので(1108～9節)，むしろ人間の主体
性を重んじた理論といえる。（勿論，教会の弾圧を恐れてか，「神の摂理が
文明を指導する」などと矛盾したことを同時に言って，カモフラージュし
ている点もあるが｡）資族制を主張する当時のジョン・ポダンの政治理論
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を否定している個所もあって，むしろ君主制擁護のための政治理論の書と

も言いうるのである。

邦訳の解説の清水幾太郎氏は，次のように書いている。

「ヴィーコは相互に分裂している『真なるもの』の研究と『確実なるも

の』の研究とを一つに結びつけるものとして『新しい学』を企てたもので

あった。哲学と歴史の統一であった。……それは永遠普遍の真理と歴史的

個別性とを結びつけようとする試み，無理な，無茶な，無謀な試みであっ

た。それを敢えて試みた書物が，どうして読み易い筈があろう｡」（ｐ36）

と「新しい学」の難解なゆえんを説いているが，この引用文のような意味

ではwtzﾙｅも「新しい学」に似ていなくもない。whz彫も「歴史と哲学の

統一」であり,「永遠普通の真理と（アイルランドという）歴史的個別性

とを結びつけようとする……無理な，無茶な，無謀な試み」であって，読

み易いはずがないからである。

このようにＴｈｅ１ｖｂ”ｓ塵"ｃｃは決して通俗的に理解されているような

｢歴史はくりかえす」式の理論の本ではない。だから単純にＶｉｃｏの理論を

wtz彫に当てはめて，ｗｈｆｅの章分けはヴィーコの時代区分に対応するな

どという意見には首をかしげざるをえない。

例えば，SamuelBeckett（ジョイスの弟子であり，秘書であり，WZz彫

の口述筆記をしたこともある，あの「ゴドーを待ちつつ」の著書でもある

ノーベル賞受賞作家）は，若き日のwtzhe論で次のようにのべている｡j8）

wZz彫の「第一部は過去の影のｊＭｉであり，それ故ヴィーコの最初の人

間の制度，すなわち宗教，或いは神政Ⅱ垪代,または111に－つの抽象概念,誕

生に対応する。第二部は子供たちの愛の遊びであり，二番目の制度，すな

わち結婚，或いは英雄の111i代，または一つの抽象概念，成熟に対応する。

第三部は眠りの'１ｺで経過し，三番目のﾙﾘ度，すなわち埋葬，或いは人間の

時代，または一つの抽象概念，腐敗に対応する。第四部は再び一日が始ま

り，ヴィーコの神の摂理，或いは人１Ｍ】の時代から神政時代への移行期，ま

たは－つの抽象概念，生殖に対応する｡」

話としては出来すぎて面白いけれども，どうしても眉にツバをつけざる

をえないのだ。

AnthonyBurgessは「WhzAcはＶｉｃｏの説明ではないし，ＶｉｃｏはW2zA9e

の鍵でもない。ジョイスがＶｉｃｏの中に見出したものは，あらゆる小説家

が長篇を計画するＩｌｌｒに必要とするもの－足場であり，背骨なのだ｡｣j，）
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と言っているが，これが正論だと思われる。

しかしながら，ジョイスがヴィーコの影響をうけたことも確かなのであ

る。wtzAcの冒頭のページで，フィネガンが仕事中にはしごから落ちて死

ぬ場面は，ヴィーコ自身が７才の時階段の天辺から落ちて５時間あまり意

識を失っていたという「自伝」の中に書かれている話20)から，ジョイスが

ヒントを得たものであろう。wzzAeでは，はしごからの転落音がそのまま

雷鳴をも兼ねているのだが，後で引用するジョイスの手紙にも出てくるよ

うに，ヴィーコもジョイスも雷鳴が嫌いだったし，野蛮時代の人間は雷鳴

を聞いて神の怒りと摂理を知り，宗教を生み出し文明が始まった，と「新

しい学」にくりかえし書かれているように露鳴というものがヴィーコの哲

学では重要な役割を果している。そのヴィーコのエピソードや著作を利用

して，ジョイスがＷh彫の冒頭のページを響いたことは確かであろう。ジ

ョイスはFall（転落）という言葉の後に，かっこに入れて100字からなる

雷鳴を書きつらねている。この雷鳴はWtzAeにも何度か出てきて，「新し

い学」の中でと同様にライトモチーフの役割を果している。

それ以外にもヴィーコの語iMiや神話などにジョイスが魅力を感じたこと

も確かである。「詩人たちの神話体系の中にヴィーコは人類前史の象徴的

な記録を発見し，言葉の語源の中に古代人の失われた智恵を識別した｡」

とHarryLevinは書いているが,２１）ヴィーコの歴史哲学を支える方法論

は圧倒的に神話学と言語学であった。だからこそ神話体系や言語学を対象

とする構造主義の流行という岐近の風潮の中でＶｉｃｏがよみがえり再評価

されるようになったのである。ＷｂＡｅをﾈﾙ築する内容が圧倒的に神話と言

語遊びであることは言うまでもない。

しかし，前記のベケットによれば，実はヴィーコの哲学は同じイタリー

の哲学者，異端のかどで火あぶりの刑に処されたGiordanoBrunoの哲学

を応用したものにすぎないのである｡22）ジョイス自身はパトロネスともい

うべきHarrietShawWeaver宛ての手紙（Janl925）の中でBrunoの

哲学を次のように説明していろ｡zm

BrunoNblano（ｏｆNora）anothergreatsouthernltalianwasquoted 

inmylirstpamphletTﾊＣＤ`ｚｙｑ/ＷｂｃＲ`z66Ze"e"此Hisphilosophy

isakindofdualism-everypowerinnaturemustevolveanopposite 

inordertorealiseitselfandoppositionbringsreunionetcetc． 

つまり，「自然界すべての力は自己を実現するために反対者を発展させ
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ねばならず,対立は再結合をもたらす｡」とBrunoの哲学を解説している。

(実はジョイスは若い時に（1903年）､`ＴｈｅＢ，w"ｏＥｈ"０s”ﾉｶJﾉ''という短

文を書いていて，その中にも同じような言葉がでてくるのだが，これは

Bruno哲学についての詩人Ｓ､Ｔ・Celeridgeの一文からの引用なのであ

る｡）わたしは恥ずかしいことにプルノーについての知識はまったくない

のだが，Tindallなどによると‘`InGodallcontrariesareunited.，,と

プルノーは説いたらしい｡:`）「対立しながらも互いに補い合う二つの力」

というと，なんとなくイギリス王室の紋牽一ライオンとユニコーンが争

いながら王冠を支えている図一を思い出してしまうがアブルノーの言葉

を引用しながら前述のベケットは次のように説明する。

「最小の弦と最小の弧の間に区別はない，無限大の円と直線との間に区

別はない，とブルノーは言う。個々に対立し合うものの最大と最小は同一

である。最小の熱さは段小の寒さに等しい。従って変化は循環性をおび
ろ｡｣25）

このようなプルノー哲学についてのジョイスの解説（＝手紙）の中に
Ｗ、Ｂｌａｋｅの“Withoutcontrariesisnoprogress・AttractionandRe‐

pulsion，ReasonandEnergy，LoveandHate，arenecessarytoHuman 

Existence.，，という有名なTAeMtzr““ｑ/・Ｈｂａｚｗｚα"ａＨｂ/Ｚの哲学
との類似性を見る人もいる。

MaybeShemisBruno，sthesis，Shaunhisantithesis，andgodlike 
H.Ｃ､Ｅ､，inwhomthesecontrariescoincide，theirsynthesis.‘`） 

CliveHartはＶｉｃｏの他に，インド哲学，Yeatsの神秘哲学の書Ａ

ＶＹｓｉ０"，BIakeの詩Ｔｈｅ雌"'αJT7eUB/Ｊｅ７などをＷｔｚＡｅの源泉にあげ
ている｡27〕BoldereIfもアイルランド人らしく，WZz彫のすべてのページ

においてアイルランドのことが言及されていることから，WtzAeの中でジ

ョイスはアイルランドの歴史を語っているのだと信じて，Ｖｉｃｏの哲学の
影響など一切認めない。アイルランド人はジョイスの作品についての他国

の人間の観念的・哲学的解釈など一切信用しない。彼らはジョイスの作品

はUZyssesであれ，Ｗb偽ｅであれ，地元アイルランドの現状や歴史を描い
たリアリズムの作品であって，他国人にはその微妙な点が理解できないと

思っているのである。WtzAeの四つの時代区分とか歴史の循環とかいう思

想も，同じアイルランド人のＷＢ・YeatsのＡＶＪｓｉｏ〃から影響をうけた
ものだとBoldereffは主張するのである。また，ＢlakeのＴﾉｂｅＭｂ刀、Ｚ
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ＴｍＵｅＪＪｃｒの影響も認めている｡28）

ジョイス自身はヴィーコの影響を過大視されることについては，当然の

ことながら当惑している。

ＩｄｏｎｏｔｋｎｏｗｉｆＶｉｃｏｈａｓｂｅｅｎｔｒａｎｓｌａted、Iwouldnotpayover‐

muchattentiontothesetheories，ｂｅｙｏｎｄｕｓｉｎｇｔｈｅｍｆｏｒａｌｌｔｈｅｙａｒｅ 

worth，buttheyhavegradnallyforcedthemselvesonmethroughcircu‐ 

mstancesofmyownlifelwonderwhereVicogotfearofthunder‐ 
storms・Ｉｔｉｓａｌｍｏｓｔｕｎｋｎｏｗｎｔｏｔｈｅｍａｌｅｌｔalianslhavemet.”）

また，Ellmannの「伝記」には次のようなエピソードが紹介されてい

る。sの

「ＶｉｃｏのＴﾉｶｅｊＶｂｚＤＳａｅ"“を信用するか？」と質問されてジョイスは

``Ｉｄｏｎ,tbelieveinanyscience，butmyimaginationgrowswhenl 

readVicoasitdoesn'ｔｗｈｅｎｌｒｅａｄＦｒｅｕｄａｎｄＪｕｎｇ.,，と答えたとい

うのだ。

ここで話を２章末尾のWtz彫の循環形式は，単純な円環形式か，それと

もらせん形の発展形Ｅｈかという問題に戻す。岐近L6vi-Straussのフラン

ス構造主義の立場を取り入れたＴｈｅＤ"e"か.c‘Ｕ)Jﾉﾋﾞﾉｅｒｓｅｑ／Ｆｊ""…"ｓ

ＷｂＡｅという研究書が現われて話題になっているが，そのような立場から

見れば,Ｖｉｃｏの歴史哲学が発展的な循環理論であるのに対し，WhzAeの世

界は単純なくりかえしの社会であるが故に，レヴィ・ストロースのいう

「冷たい社会｣，「歴史をもたない民族」の社会だということになる｡ｓＤ
ＨＣＥの子供たちはＨＣＥ本人とは別な低代の人間であることは確かだ

けれども，彼らが新しい価値感をfiりり出すわけでもないし，親の世代と同

じことを繰り返すことが暗示されているだけなのであるから，停滞した社

会とみなされても言葉の返しようがない。

また，Vico理論の影響などもあまり信用されていないようだ。ＡＰｂ〃‐

ｍｉＺｑﾉｾﾞﾊｅＡγ"Ｓ２ａＳａＹｏ郷"ｇＭｚ〃がDaedalus神話に基づいて皆:かれ

UZyssesがOdysseus神話に基づいて書かれたように，WtzlbeはOedipus

神話に基づいて書かれていると脊者は言うのである｡３２）

（４）ブレイクとジョイスの関連

ジョイスがプレイクに関心をもっていたことはiM1かである。ジョイスは

天才肌のせいか，あまり他の作家の作品など読まなかったらしく，評論の
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たぐいも少ないのだが，まだ無名時代にトリエステに「亡命」していた

頃，その地のトリエステ民衆大学に招かれて１９１２年にブレイクに関して

講演をしたことがある。その原稿の一部が（前後が粉失してしまって，８

ページほどのものだが）幸いにも残されていて，原文はイタリー語だが英

語に翻訳されて出版されている。その講演の!:|】でジョイスはブレイクの生

涯を紹介した後に，神秘主義者としてのプレイクを語り，彼の知的鋭敏さ

を強調する。

Ｉｎｈｉｍ，ｔｈｅvisionaryfacultyisdirectlyconnectedwiththeartistic 

faculty．…heuniteskeennessofintellectwithmysticalfeeling． 

そして，MichelangeloとSwedenborgの影響を論じた後に，ブレイク

独自の時間と空間の観念を語る。

Ｔｏｈｉｍ，eachmomentshorterthanapulse-beatwasequivalentin 

itsdurationtosixthousandyears，becauseinsuchaninfinitelyshort 

instancetheworkofthepoetisconceivedandborn、Ｔｏｈｉｍ，all

spacelargerthanaredglobuleofhumanbloodwasvisionary，ｃｒｅａｔｅｄ 

ｂｙｔｈｅｈａｍｍｅｒｏｆＬｏｓ，ｗｈｉｌｅｉｎａｓｐａｃｅｓmallerthanaglobuleof 

bloodweapproacheternity,”〕

このような見解は正しいと思う。ブレイクは１８世紀末にdesire,ener‐

gy,intellectualなどをjlij〔印にしてルネッサンス鮒ｉＩｌＩをたたえ，Miltonの

「失楽園」を手がかりに聖書を悪魔的に読み返すことによって，絶えず流

動するロマン主義粘神の先頭に立ち，固定した古くさいものを否定したか

らである。しかし，フランス革命の挫折とともに，次第にenergy中心

(主人公Orc）から，後期予言書のImaginationI:'１心（主人公Los）へと

退行し，キリストの再来ともいうべき「絶対的な罪の許し」による「今，

ここで」の永遠の世界への回帰が説かれ，普遍的人間Albionの転落によ

る眠りとその覚醒が神話として創造される。

しかしながら，このような講演を除けば，ブレイクとジョイスを関連づ

ける直接の証拠は非常に乏しい。W2ZAeの中に出てくるプレイクヘのallu‐

sionも少ない。Athertonの調査によれば全体で６ケ所ほどであるが，そ

れはジョイスのブレイクヘの関心が乏しかったからではなくて，Atherton

も言うように,,⑪ジョイスがブレイクから出発し，他のＶｉｃｏなりBruno

といった思想家たちへと進んで行ったからだと思われる。ブレイクヘの

allusionの中にはＴｈｅＦｂ"ｒＺｂａｓに言及した“Zoans；Ｈｅａｒｔｈｅｆｏｕｒｏｆ
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them１，'とか，詩TojVb6o”``Ｚｙに言及した“Noodynaady”という言

葉がある｡smNobodaddyとはFosterDamonによれば，Nobody，sDaddy
のかばん語（portmanteauword）で，万人の父（FatherofAIl）の反対

語であり，嫉妬の父Urizenの仇名であるが,3`）万人の父ともいうべき

AlbionないしはＨＣＥの反対概念であることは言うまでもない。そして，

このようなかばん語による造語法がWZzj6Bに大変な影響を与えたのであ

る。Ｗロハｃの言語はほとんどｐｕｎとかばん語と言葉の麺なり合いによる

合成から成り立っているからである。

ジョイス自身はプレイクの造語法や言語には言及していないが，ジョイ

スの信奉者にして雑誌2ｍ"siz/o〃（この雑誌に後にジョイスはＷｈｈｅを連

戦する）の編集者EugeneJolasに“Manifesto：TheRevolutionofthe
Word,，という宣言文があり，ジョイスの身近かにいた者などを含めて十

数名の作家，評論家などが署名しているのだが，その宣言１２ケ条の半分
６ケ条に（）をつけて短い解説が添えられているが，それがすべてブレ

イクの格言詩からの引用なのである。（他の６ケ条にはなんの解説もつけ

加えられていない｡）例えば，

２Theimagmationinsearchoffabulousworldisautonomousand 

unconHned(Prudenceisarich，ugIyoldmaidcourtedbylncapacity 
…BIake)37） 

その時代はダダやシュールレアリスム運動花やかなりし頃であるが，そ
れらの運動とブレイクがあまり結びつくとは思えないが，一つの注目すべ

き事例として轡き留めておく。

ここまでは乏しいながらも，プレイクとジョイスの関連を示す直接証拠

といえるが，以下は諸家の見解ともいうべき間接証拠になる。さきほどブ

レイクがAlbion神話を創造した，と書いたが，そのAlbionとWZzAe
のＨＣＥの関連についてCampbell＆Robinsonは次のようにのべてい

る。

「『フィネガンの通夜』の中では新世界はアメリカとして象徴されてい

る。ジョイスはここで意識的にウィリアム・ブレイクの先例に従っている

のだ。……プレイクのイメジャリイは容易にＶｉｃｏのイメジャリイと結び
つく。それは『フィネガンの通夜』の最強のテーマの多くを与えている。
プレイクの眠っている重要な個人Albion-彼のまわりで４人のZoasの
姿が回転し，そして彼の放射体（＝妻）が象徴的なJerusalemであり，
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彼は最後の審判まで彼の宇宙の夢から目覚めることをしない－そのＡｌ‐
bionについてのイメージは，まさにＨＣＥなのである｡｣３３)とAlbionと

ＨＣＥのイメージの近さを強調している。

また，晩年のジョイスの身近かにいてジョイスからの「聞き書き」を残
したFrankBudgenもブレイクとジョイスの類似性を次のように指摘し

ている。

「わたしはジョイスがブレイクの精通者であると主張しているという話

を聞いたことはない。しかし，ジョイスがブレイクの神話についてのイエ
ーッとその仲間の解説に精通しているということをわたしは知っている。

……しかし，たとえ－時にせよジョイスがブレイクに浸りきっていたとし

ても，彼はブレイクの象徴，或いは他のいかなる既製の象徴をも受け入れ
はしなかった。ＷｂｒＡｆ，zjqmgｱ'BSS（＝WzzAeのこと）において彼は彼自身

の象徴を創りだしたが，これらの象徴は言葉の本来の文字通りの意味にお
いてわざと平凡なものであった。……ロンドン人（＝ブレイク）とダブリ

ン人（＝ジョイス）との間には驚くべき類似性がある。両者とも人間の経
験の要素を要約すること，世界の絵図を完全なものとして提供すること，

時間と本質の変化一事物の進化一を念頭に置くこと，を目的としてい
る。この目的に向って彼ら二人は象徴としての言葉で仕事をし，宇宙の基

本的な形態と諸勢力を表わすための神話を創造する。両者とも宇宙に関す

る伝説が演じられるかも知れない神秘的な場所を1となりうる環境を故郷に
持っている。プレイクの場合はその場所はロンドンであり，ジョイスの場

合はダブリンである｡」

以下，具体的にWkz彫とみγ…ん加とを比較しながらも，次のような

両者の相違点をも指摘する。

「ブレイクは世界を創った諸勢力について我々に語る。……ジョイスは

基本的な諸勢力よりはむしろ基本的な形態を取り扱う。……ブレイクは彼

の世界を説明するための神話全体を創案する。ジョイスは世界自体の立場

から，世界自体の生きた形態で世界を示す。（彼は泄界を説明しない｡）彼

は歴史を現在として受けとめる。歴史は今であり，我々の前にある。……

ブレイクは読者に何かを遂行し，信じ，崇拝することを求める。ジョイス

は我々に何かを熟考することを求めるだけである。彼の求めるものは啓示

でも宗教でもなくて，一つの絵図である。｢彼に見えるがままの，人間の心

の基本的形態についての絵図である。……多くの自然の形態が彼には少数
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の基本的形態に還元される。そして彼にとっては歴史は無限に繰りかえす
のである｡｣3,）

ブレイクとジョイスの相違点を指摘した後半の部分は，まさにその通り
という感じで，これ以上つけ加える言葉もない。

また，両者の作品を読みくらべ，循環形式になっているという点でブレ

イクのＴｈｅＭｂ"#αノＴｍひe"ｅ７がwzz彫に影響を与えたと説く人もいる。
前述のCliveHartやBoldereffがそうである。確かに，時間の流れが漬
線的な後期予言書とはちがって，ＴＡｅＭｂ"zαノＴｍｚ）e"Ｇ７では詩の内容が
循環するようになっている。それは比較的長い詩で，解釈も難しいが，こ
こでは形式だけを問題にしているのであるから，ごく簡単に，主として
FosterDamonの解釈に従うことにする｡`o〕

男の赤ん坊（革命のシンボルOrc）が生まれるが老女（堕落した旧思想
のシンボル）に与えられ,岩に釘づけされる。しかし,赤ん坊が成長するに
つれ老女は若返る。今や青年となった赤ん坊は手錠を引きちぎり，今や処
女にまで若返った老女と結婚する。が，やがて男も年をとり気力も衰える
が，男が働いて得た財宝を目当てに友人たちが彼の家に集り，歓楽の声に
みちる。しかし今度はその男の炉から女の赤ん坊（妖婦Rahab，教会のシ
ンボル）が生まれる。次第にその女児は成長し，今や老人となった男を家
から追い出す。追い出された男は盲となり腰もまがり，涙ながらに放浪
し，ついに－人の乙女（真理のシンボル，Enitharmon）を得る。老人は

Losとなり妻のEnitharmonとたわむれる。再び男は若返り赤ん坊(Orc）
となり，乙女は年をとり老女となる。世間の人々は「男の赤ん坊が生まれ
た！」と恐怖におびえて逃げまわる。老女はその男の赤ん坊をつかまえ，
再び岩に釘づけする。“ＡｎｄａｌｌｉｓｄｏｎｅａｓｌｈａｖｅｔＯｌｄ.，，という最後の
－行でこの詩は終る。というより再び詩の冒頭の部分に戻って行くのであ
る。

回帰的循環形式といい，同一人物が赤ん坊になったり老人になったり，
老女になったり乙女になったりする点で，不思議な形式の詩であって，確
かにWbz彫に似ている。

またWtz彫に限らないのだが，ブレイクの体系という考えもジョイスに
影響を与えたと思う。庇γ"saJemの中でブレイクは，

“ImustcreateaSystem,orbeenslavedbyanotherMan，s”（chap、
１，１０：20-21)４１） 
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という有名な言葉を四:さつらねているが，そして，その言葉を実践するか
のようにAlbionや４人のZoasを主人公とする独自の神話体系を創った
のだが，ジョイスもHomerやＶｉｃｏなどの神話を借用することによって，

一日を永遠に結びつけようとするUZyssesやWZz彫の体系を創ったから
である。

（５）後期予言書の影響

(Ａ）Ｆｂ”Ｚｂａｓの場合

VbZZa,ｏｒＺｈｅ１７ＷγＺｂａＳという題名が正式だが，通常どちらか一方の

名で呼ばれているので，この小論ではＦｂ”Ｚｂｑｓと書くことにするが，

鮫初の題名が“ValaorTheDeathandJudgementoftheAncientMan，
ADreamofNineNights,1797,'であったように，この作品では夢とい

うものが重要な役割を果している。彫版を依頼されたEdwardYoungの

詩ＴﾉｈｅＣｏ”ルガ"ＺｓｏｒｊＶＹｇﾉitTAoz’9ヵｔｓの影響をうけて物語を九夜に分

け，テーマもYoungと同じく最後の審判を扱って第九夜にはTheLast

Judgementという副題がつけられている。ただし，この作品は最後まで

彫版されずに原稿のまま残ったので，テーマの点では後に彫版されたルー

γ…Je加と重複している。まず粗筋を書く。

この作品はAlbion（theEternalman，theUniversalman，ｔｈｅＭａｎ

などとも呼ばれる）の転落と覚醒の物語である。Albionが転落する以前

は，宇宙は一人の人間，Albionからなっていた。そのAlbionの中に４

人のZoas-Urizen（理性)，Luvah（＝Orc,情熱)，Urthona（＝Los，

想像力と怒り)，Tharmas（同情心)－がいて，完全な統一体を保ってい

た。Albionの住むＥｄｅｎの園には時間も空間もなく，男女の分割もなく，

すべてが普遍的な存在であった。しかし，Albionが病気になり（＝転落

し)，眠り続けたので，そこはＥｄｅｎの国ではなくてBeulahの世界にな

り，４人のＺｏａｓが互いにいがみ合い対立するようになったので，lMi間と

か空間，男女の分裂が生じ，性的欲求から裏切りとか葛藤が生じるように

なった。

４人のＺｏａｓの争いに耐えかねてBeulahの娘たちが天の神に窮状を訴

えたので，神は人間を繊ろために七番目の兄張人としてイエス・キリスト

を選んだ。人間の支配をめぐってUrizenとLosが対立し，Urizenが勝

利を収め他の３人のＺｏａｓは敗北したので，A1bionは死の床でUrizenに
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権力をゆずり，Urizenが王国を築き始めた。

４人のＺｏａｓにはそれぞれ妻ともいうべきEmanation（放射体）が存在

する。また男の理性的分身ともいうべきSpectreと抑圧された欲望ともい

うべきShadowが存在する。（それらはユングの影，アニメ，アニムスと

いう概念に相当するという意見もある｡)また，エデンの園でUrthonaで

あったものが，Beulahの世界ではＬｏｓになり，LuvahがＯｒｃであった

りする。このようにブレイクの神話では－者が他者に，また多者にもなる

のである。

ついに第八夜で神の会議が開かれる。転落した男Albionが死の床の上

で目覚め始め，Beulahの娘たちも神の幻影，救い主イエスを見て歓喜す

る。Jerusalemという名の女性が出現する。彼女はLibertyのシンボル

でもある。その女性のヴェイルのに'1にﾈ111の小羊が見える。戦いはJerusa‐

Iemの門の近くでおこなわれ，杣の小羊とSatanが対決した。神の小羊は

敗れ，神秘の木にはりつけたされた。LosとEnitharmonは神の小羊の死

体を十字架から下ろし基に迎んだ。Jerusalemは二千年の間その蕊の上で

泣いていた。ここから第九夜になる。イエスが肉体から分離して彼らの前

に立った。「死者よ目覚めよ！審判にやって来い！」と大声が鳴りひびい

た。天地がゆれ動き，王は失権し，貧しき者が圧迫者を打ちのめした。つ

いに岩の上で永遠の男Albionが目覚める。「兄よ１ジェルーサレムの胸

の中に神の小羊が宿っている。わたしも神によって死の永遠の谷間から生

き返ったのだ｡」UrizenはlEl己の鯉ちを認めた。その時，宇宙が大爆発を

し，すべてのものが逆帳した。Urizenは神に拒否され，人間の穂子をま

き始めた。やがて「時はつきた」とIHI「んで刈り入れを始めた。ついにフル

ートやラッパが鳴りひびき，宴席がもうけられた。よみがえった男Albion

も宴席に坐る。「人間は一人で生きるのではなくて，同胞愛や宇宙的な愛

によって生きるのだ｡」と彼は言った。そして，ぶどうしぼり器による人

間というぶどうの最後の審判がおこなわれた。

〈テーマの類似性〉

(イ）WZzAeとＦｂ”Ｚｂａｓはともに主人公の転落による眠りとその覚醒

を主要テーマとしている。Albionの転落による世界の創造から岐後の審

判までの6000年が，Albionの眠りによる人類の歴史であり，神の七人月

の使者イエス・キリストによってAlbionは目党める。同様にFinnegan

のはしごからの転落による死の眠りが，ＨＣＥ一家（＝人類）の歴史を形
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成すろ。Albionの転落による眠りによって４人のZoasのエネノレギーは解
放され，４人のZoasは動き出し，抗争し，人類の歴史が形成されてゆく。
同様にFinneganの転落による死によって，海のかなたからＨＣＥ－家が
登場し，人類の歴史が形成される。

Albionはその中に４人のZoasを，天地一切をかかえこむような巨人で
ある。同様にFinneganも死んだ後は巨人となってダブリン市の端から端
までの間に横たわる。また，ぶどうしほり器による最後の審判は人間の再
生を意味している。つまり，人間が本来所持していた，Albionのような

巨大な肉体をそなえた完全な統一体へと戻ることを趣味している。同様に
ＷｈＡｅの場合も，悪夢ともいうべき人類の歴史の夢からＨＣＥが目覚める
夜明けの場面で終っている。

ＷｉＺ彫で夜明けが再生のアナロジーとして用いられていることは言うま

でもない。ＨＣＥは夢から目覚めるのである。ブレイクの場合も同様で，
Notebookpoemsには“Morning，，という題名の詩があり，そこでは「西
への道を急ぐわたし」が描かれているが（ブレイクにあっては西の方位は

常に自由と想像力に結びつく理想の世界であり，AIbionの西の門はいつ

も閉ざされているのであるが)ｊ夜明けとともに殺し合いの戦争も終り，
太陽が恐iiiから解放され，柔らかな感謝にみちた涙とともに空を昇るので
ある。

小予言書Ａ加e"cαでもＯｒｃによって夜明けが再生のシンボルとして語
られ（plate6)，型ｍｐｅでは堕落したEnitharmonの１８００年間にわた

る夜の世界が終り，朝になり太陽が昇ってＯｒｃの時代になる（platel3)。
MHZtolzではMiltonとその放射体Ololonは夜明けに合体する。
(ロ）両者とも夜とか眠りとかいうものが重要な役削を果している。Ａｌ‐
bionの眠るBeulahの国（Edenより下位の世界）はいつも夜であって，
月光に照らされている。そこには丘や谷や洞穴があり，寝床がある。疲れ
果てた魂が憩う場所である。また，花と性の享楽の場所でもある。
ThereisfromGreatEternityamild＆pleasantrest 

Nam'dBeulah，asoftMoonyUniverse，feminine，lovely， 
Pure，ｍｉｌｄ＆Gentle，giveninMercytothosewhosleep， 
ＥｔｅｒｎａｌｌｙｃｒｅａｔｅｄｂｙｔｈｅＬａｍｂｏｆＧｏｄaround， 

Ｏｎａｌｌｓｉｄｅｓ,withｉｎ＆withouttheUniversalMan.（Night1,86-90） 
WZzfeの世界もいつも夜の眠りの世界である。（Ｍｚ彫は夕方に始まり，
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夜明けに終る｡）ＢｏｏｋｍでＨＣＥは子供たちの将来の夢をみる。そして

ＨＣＥとＡＬＰの夫婦は性の交わりをする。人類の歴史はAIbionやＨＣＥ

にとっては，眠りの中の夢の世界の出来事なのだ。また，AIbionのBeu‐

Iahの国での眠りは死であると同時に，精神的復活のための休息の眠りで

あり，再生のための準備期間でもある。同様にFinneganの通夜の期間は

Finneganの死であると同時に，復活．再生のための休息の眠りであり，

準備期間でもあるのだ。

(ハ）ＨＣＥはPhoenix公園で，若い女性に対してみだらな行為をしたか

どで（どんなことなのか，それ自体がはっきりしないのだが)，訴えられ，

逮捕され，裁判にかけられて信用を失う。（とのＨＣＥには，イギリスの

独立を主張したアイルランドの指導者CharlesStuartParnellのＫｉｔｔｙ

Ｏ,Sheａ夫人とのJ情事による政治的失脚が色濃く反映しているように思え

る｡）同様にAIbionも第七夜で語られるエピソードでは，Beulahの花

園を歩いている時にValａに誘惑され，Valａを妊娠させ，Urizenを生ま

せる。それでValａの夫Luvahが怒り，嫉妬して世界の分裂が生じたと

される。

AmongtheFIowersofBeulahwalk'ｄｔｈｅＥｔｅｒｎａｌＭａｎ＆saw 

Vala，ｔｈｅｌｉｌｙｏｆｔｈｅｄｅｓａｒｔｍｅｌｔｉｎｇｉｎｈｉｇｈｎｏｏｎｊ 

Ｕｐｏｎｈｅｒｂｏｓｏｍｉｎｓｗｅｅｔｂｌｉｓshefainted… 

…ThereherevealedindelightamongtheFlowers6 

Valawaspregnant＆broughtforthUrizen，PrinceofLight， 

FirstbornofGeneration…(NightVII237-243） 

これがＡlbionのＦａｎの原因であったoWhzAeの冒頭の解説でも少し

ふれた「女性による誘惑」のテーマの源泉である。AlbionもＨＣＥもと

もに人類の始祖ともいうべきＡｄａｍのシンボルでもあるのだから，女性

Eveに誘惑されるのも当然というべきかもしれない。

〔二）ブレイクに循環の思想がないわけではない。しかし，それはプレイ

クが激しく攻撃してやまないDruidismのStonehengeの“Rockycir‐

cles,'(上'WsaZe伽,ｐ1.92:24）に象徴されるように悪のシンボルなのであ

る。Ｆｂ"ｒＺｂａｓにはTharmasがつくり出す“CircleofDestiny'，とい

う概念があるが(Night1,64-82)，それは因果関係をもつこの世の物質界

のことを指すらしい。そのような因果関係は，ブレイクにとっては打破す

べき対象であった。また，JG7wsaJ…３章の最終場面に“EternalCircle，，
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という言葉が出てくるが，

AndwhereLutherendsAdambeginsagaininEternalCircle， 

ToawakethePrisonersofDeath,…(chap､1,.ｐ1.75：24-25） 

と書かれているように，宗教改革者Lutherが破壊した「聖書」の創世記

５章に書かれているようなアダムから始まる迷妄の系譜を，アダムが再び

つくり出し始めている。しかし，そのような死と地獄の「永遠の循環」は

イエス・キリストによって打ち破られ，永遠の世界へと開かれねばならな

いのだ。

ButJesusbreakingthro，theCentralZonesofDeath＆Hell 

OpensEternityinTime＆Space，triumphinMercy． 

（chap・ＩＩＬｐ1.75：21-22）

時間は円環的であってはならず，イエス・キリストがアルファにしてオ

メがでなければならないのである。

このようにプレイクには人間の復活・再生に関心がある。しかもブレイ

クの場合はその人間の復活に当時の政治情勢が反映している。逆にいえば

彼の終末感はその当時のフランス革命やアメリカ独立戦争がもたらした社

会的動乱や不安を反映したものであった。Ｆｂ”ＺｂａｓにおいてLibertyの

シンボルJerusalemという女性が，堕落したダメ男A1bionの放射体

(＝妻)として設定されているとと目体が，当時の政治的，社会的情況を反

映したものと思えてならない。最後の審判による人間の再生は政治的解放

と重なり，権力者は失権し，奴隷は解放される。

しかし，それから百年以上も経たジョイスの場合は，岐後の審判もなけ

れば政治的解放もない。ただあるのは悪夢からの解放だけなのだ。

“History，ｓａｉｄStephen，ｉｓａｎｉｇｈｔｍａｒｅｆｒｏｍｗｈｉｃｈｌａｍｔｒｙｉｎｇｔｏ 

ａｗａｋｅ.，，（UIyssesp､３１） 

〈テクニックの類似性〉

（イ）A1bionは男性であると同時に，英国の古名でもあるように，英国

そのものであり，英国という陸地である。同様にJerusalemも女性である

と同時に，その名が示すように都市でもある。ＷｔｚｈｅのＨＣＥが万人に変

化するUniversalManであると同時に'１１や丘にもなり，ＡＬＰがすべての

女`性の代表であると同時に，川にも海にも変るように。また，例えば第七

夜でＯｒｃがLuvahになり（それはまたUrthonaの変身である)，Eni‐

tharmonがShadowofEnitharmonになったり，UrthonaのShadow
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がLosの胸中に入ったりするように，一者が他者になり，多者にもなると

いうことは，ＨＣＥやＡＬＰが様々な人物や姿に変化するのに似ている。

(ロ）４人のＺｏａｓに方位から性質まで，すべてきちんと定まった属性

が割り当てられているということが，Ｗｈｚｆｅではないのだが，ジョイスの

UZyssesの章ごとの方位から色彩までの諸属性の割り当てに影響を与えた

のではないかと思われるのである。

Ｆｂ”ＺｂａｓのUrthona/Losを例にとると，次のような属性が割り当て
られている｡`2〕

圏鰯｜銘

UZyssesの１章の場合は,`3）

竺鶚示俣:迺Ｗｌ三竿鶉學I蓋篶}::雲
(8)技術

物語体
(著者の）

図示すると一層似てくる感じがする。

(Ｂ）MYZZo〃の場合

MJJZo〃はAIbion,FourZoas，Winepress,Satan等道具立てはFbzJr

Zbasと共通するものがあるが，Self-Anihilation（自己滅却)による救いが

テーマなので，テーマの点ではＷｈＡｅと共通するものはない｡但し，ＣＯ､‐

traries（対立）とNegation（否定）という概念が現れ（次の作品ルァ‐

"sdzJ…にも現れる),それがＷｔｚｆｅに影響を与えたといわれるBruno哲学

のoppositionという概念一ShemとShaunのふたごの息子の争い－

に似ていると思われるので，それを説明したい。また，変身というか他者

との合体，~者にして他者というテクニックは，Ｆｂ”Ｚｂａ３の場合と同

様，ＷｂＡｅと共通するものがある。

まず後者の方から。自己滅却を求めての旅ではミルトンは最後の審判を

待てずに，永遠の死の世界へ降下して行く。しかし，実際に降下して行く

のはミルトンのShadowであり，ミルトン自身はShadowが降下してい

る問Beulahの国の金の長いすの上でＳｅｖｅｎＥｙｅｓｏｆＧｏｄに護られて眠

っているのである。降下して行くミルトンのShadowを憐れんで天使たち

の霊が合体する。そのミルトンのShadowが流星のように降下してきて

Blakeの左足から体内に入った。

(1)被射体(＝妻） (21性践 (3)願業 (4)身分 (51要素 (6１ 
繊鵠

(7)方位

Enitharmon 想像力
と怒り

鍛冶屋
永遠の
予言者

大地 心臓/耳 北
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Ｅｄｅｎの園にはOIolonという川があり，彼らはミルトンを降下させたこ

とを後悔し，みずからも下って行く。イエスもオロロンと合体し，オロロ

ンの雲に乗って降下してくる。しかし，オロロンが下界に入るには性の中

での肉化を経なければならない。その時Losが降下してきてミルトンと合

体したプレイクと更に合体する。オロロンは少女の姿をとらなければ敵意

をうけずして肉化されえない。それでオロロンは１２才の少女として降下

して行く。

ミルトンはサタンに決別の言葉をつげる。神が下りAlbionは目覚める。

オロロンはミルトンのShadowと合体した。イエスはAlbionの死の胸の

中に入り，最後の審判のラッパがなった。そのラッパの音を聞いてブレイ

クは失神する。

このようにMiltonでは変身とか合体がＦｂ"ｒＺｂａｓ以上にきらびやか

に展開されている。

さて，前者の｢対立と否定｣という概念について｡contraryという概念が

ブレイクの「天国と地獄の結婚」にあることはすでにのべたが（３章)，

｣Wzo〃にもルノwsaZemにも存在するのである。ｊＷｚｏ〃の終末近くに次

のような言葉がある。（Bookn,４３：32-34）

ThereisaNegation＆thereisaContray： 

TheNegationmu月tbedestroy'dtoredeemtheContraries・

TheNegationistheSpectre，ｔｈｅＲｅａｓｏｎｉｎｇＰｏｗｅｒｉｎＭａｎ： 

この場合のtheNegationとはミルトン自身のことで，自己滅却をここ

ろざすミルトンの自己否定の言葉なのだが（ついでに言えば，人間の理性
とはブレイクにあっては常に悪しきものである)，theContrariesはＮｅ‐

gationとはちがって悪しきものではない。和解さるべきもの，肯定さるべ
きものなのである。

そのミルトンの自己否定の言葉に対しOlolonは次のように答えるので
ある。

AreweContraries，OMilton，Ｔｈｏｕａｎｄｌ？… 

ThougoesttoEternalDeath，＆ａｌｌｍｕｓｔｇｏｗｉｔｈｔｈｅｅ． 

（Book11,43：35-44：２） 

(Ｃ）ん'wsaZe"zの場合

ルアwsaZemにも同じような言葉がある。

NegationsarenotContraries，ContrariesmutuallyExist， 
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ButNegationsExistnot… 

（chap､１，１７：33-34） 

このような「対立」の止場された地点から，主人公み「f`saJ”が登場する
のである。

BeneaththabottomsoftheGraves,whichisEarth，scentraljoint， 

ThereisaplacewhereContrariesareequallytrue：… 

FromthissweetplaceMaternalLoveawokeJerusalem． 
（chaPll,４８：13-18） 

んrzzsaZcmはchap・ＩのＩＥＩ頭に見出しとして掲げられているように，
Albionの‘`ＯｆｔｈｅｓｌｅｅｐｏｆＵｌｒｏａｎｄｏｆｔｈｅｐａｓｓａｇｅｔｈｒｏｕｇｈＥｔｅｒｎａｌ
ＤｅａｔｈａｎｄｏｆｔｈｅａｗakeningtoEternalLife''を取り扱ったもので,「罪

の絶対的な許し」をテーマにしている。重点の置きどころや人物の配置な
どに若干のちがいはあっても，大筋では未彫版のＦｂ２ＪｒＺｂａｓとあまり変
わらないので，Ｗロルｅとのテーマやテクニックの類似点なども繰り返さな
い。Ｆ１｡"ｒＺｂａｓの場合と同じと考えてもらいたい。ここではcontraryと
いうものと「罪の絶対的な許し」との関述について述べるだけにする。
‘`ThespiritofJesusiscontinualforgivenessofSin，'"，がこの

Ｊｅ７ｗｓａ陀加の主題なのだが，「罪の絶対的な許し」がおこなわれるために

は，その前提として罪がなければならない。ここにもcontraryという考
えが含まれていると思われる。

「対立がなければ進歩はない｡」罪がなければ，罪の絶対的な許しはな
い。だから罪は悪ではないという論法も成りたちえよう。例えば，プレイ
クはイエス・キリストが処女Ｍａｒｙから生まれたなどという人間性の肉の
原理を否定するような処女懐胎の神話を認めない。マリアは大工Joseph
の妻であり，他の男と罪を犯した。しかし，夫ヨセフは次のような神の声
を聞き，妻マリアの罪を絶対的に許すのである。

…………………………ButJehovah，sSalvation 

ltwithontMoney＆withoutPrice，intheContmualForgiveness 
ofSins， 

InthePerPetualMutualSacrificeinGreatEternity：forbehold， 
Thereisnonethatliveth＆Ｓｉｎｎｅｔｈｎｏｔ１ＡｎｄｔｈｉｓｉｓｔｈｅＣｏｖｅ－ 

ｎａｎｔ 

ＯｆＪｅｈｏｖａｈ：‘IfyouForgiveone-another,soshallJehovahForgive 
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Ｙｏｕｊ 

ＴｈａｔＨｅＨｉｍｓｅｌｆｍａｙＤｗｅＵａｍｏｎｇYou.,Ｆｅａｒｎｏｔｔｈｅｎｔｏｔａｋｅ 

ＴｏｔｈｅｅＭａｒｙｔｈｙWife，ｆｏｒｓｈｅｉｓｗｉｔｈＣｈｉｌｄｂｙｔｈｅＨｏｌｙＧｈｏｓｔ． 

（chap.、1,61820-27）

妻マリアの罪と夫ヨセフの絶対的な罪の許しによって，人類の救世主イ

エス・キリストが誕生したのだとブレイクは考えるのである。

（６）むすび

循環の思想はわずかながらも後期予言書にある。しかし，それはプレ

イクにとっては打破されるべきものであった。ジョイスの場合は４章で

FrankBudgenの言葉を紹介したように，価値判断を含まない。彼にとっ

て見えるがままの姿を提示するだけである。

対立という概念もブレイクにある。しかし，循環だの対立だのと書くこ

と自体がＷｉＺ彫に対するＶｉｃｏとBrunoの影響を前提とするものかもし

れないが，プレイクには最も重要なAlbionの転落による眠りと覚醒とい

うテーマがある。－者にして(|h者という変身のテクニックがある。しかし

ながら念残なことに，ＷＺｚｆｅにはプレイクの影響をうけたというaIlusion

などの直接的な痕跡は少ないのだが，それはAthertonも言うように，ジ

ョイスがブレイクから出発してｲIhの思想家なり神秘主義者の方へと進んで

行ったからだと思われる。

賎

1）KarlKrober,``De1iveringJerusalem''ｉｎＢル彫'sShJ6JimeA"２９Ｗ:ｙ（eds.）

StuartCurran＆JOsephAnthonyWittreich，Ｊｒ.（TheUniversityWis‐ 
consinPress：1973)，ｐ,347. 

2）KarlKiralis,JQyceα"。Ｂルハe：ＡＢｑｓｉｃＳｏ…e/ｂｒＦＶ""ｃｇｍｕｓＷｂＡｅｉｎ
“ModemFictionStudies”（1958)，ｐｐ､329-334. 

3）JosephCampbell＆HenryMortonRobinson,Ａ“eJro〃Ｋ直ｙＺｏＦＹ"'１e‐

“"ｓＷｂＪ彫（TheVikingPress：NewYork,1961)，ｐ､４．

TindallもBurgessも同様だが，なぜかRichardEllmann,"初“Jbycc

（OxfordUniversityPress：1959)，ｐ､557だけはＦｉ[mMacCumhalとなっ
ている。

4）Campbell＆Robinsom，ｐ､3. 

5）ElImann，ｐ､557. 

Hosei University Repository



2６ 

６）HughKeXmer，Ｄｌｕ６Ｊｆ",ｓＪｑｙｃｅ（PeterSmitl1，Massachusetts：1969)， 

ｐ､337． 

DWilliamYorkTindall，ＡＲＣ`z`f〃，Ｓｃ鰹`たＺｏＦＹ""agzz"ｓＷｂｚﾙ⑧（Thames

andHudson，London81969)，ｐ３０． 

８）Ｃａｍｐｂｅｌｌ＆Robinson，ｐ,２５． 

９）Tindall，ｐ､30. 

10）Campbell＆Robinson，ｐ､26. 

11）Ｉbidなお本文には“VicoRoadgoesroundandround，tomeetwhere

termsbegin.,，と書かれている個所がある。ＪａｍｅｓJoyce,ＦＹ""aguz"ｓＷｂ彫

（FaberandFaber,London：1946)，ｐ452. 

12）Campbell＆Robinson,ｐ・ＸＶの目次を見よ。

13）Joyce,ＦＹ""agzmsWtzAc,ｐ６． 

１４）Tinda】I，ｐ､243,Campbell＆Robinson，ｐ339.

15）Kenner,ｐ324. 

16）Ｗ､Y・Tindau,"沈“JUyce8HYSzU⑳ｑ/Ｔ"EC"r"ｉ，zgZAeMb`Ｂｒ〃Ｗb汀‘

（CharIesScribner，sSons,ＮｅｗＹｏｒｋ：1950)，ｐ､71. 

17）Ｉbid,ｐ70. 

18）SamuelBeckett,Ｄα"ZB…Ｂｒｍｏ,V7co…〃Jcein“JamesJoyce/Finnegans

Wake：ASymposium'，（ANewDirectionBook,ＮｅｗＹｏｒｋ81972)，ｐｐ、

７－a 

l9）AnthonyBurgess（ed.)，ＡＳＡor蛇ｒＦＹ""GgZmsWtzAe（FaberandFaber，

London：1966)，ｐ､９． 

２０）ＴﾉｹｅＡ鉱o6j0〃”ﾉｉｙｑ/・Ｑｒα"l6ar2is2aVYm，translatedbyMaxHaroId

Fisch＆ThomasGoddardBergin（GreatSealBooks81963)，ｐ､111. 

21）HarryLevin，"ｍｅｓＪＱＷｅ：ＡＣγi"ｔαノ恥〃0`…わ〃（ANewDirection

Paperbook,1960)，ｐ142. 

22）Beckett，ｐｐ､５－６． 

２３）StuartGilbert（ｅｄ)，Ｌ"ｆ２７ｓＱ/・ｎｍｅｓＪｂｙ“Vol.Ｉ（FaberandFabcr，

London)，ｐｐ､224-5. 

24）Tindall,ＡＲＢα士｢，Ｓｃ"辺ｅｆｏ厩""昭p"sWtzAc,ｐ､11.

25）Beckett,Ｐ６６ 

２６）Tindau,ＡＲＣ｡｡泡７．，Ｓｃ邸湿ｅＺｏＦＹ""agzz"ｓＷｔｚＡｅ,ｐ､１１．

２７）CliveHart,S21wcZ”ｃα"ａＭｂ２ｒｉｌｌＦＹ""egzz"ｓＷｋｚＡｅ（FaberandFaberD 

London：1962),48-49. 

28）BoIdereH,Ｒｅａｄ『"ｇＦＹ打"egﾛ"ｓＷｔｚＡｅ(Constable，London：1959）主として

Hosei University Repository



２７ 

ｐｐ､６６－６９． 

２９）Ｌ““（ｑ/,"加ｓ"j'“Vol､1,ｐ､24Ｌ

３０）Ellmann，ｐ､７０６． 

３１）MargotNorris，ＴﾉｉｃＤｅ“刀〃“Ｕ"ｉＵｃ７ｓｃｑ／ＦＹ""egZmsWbzfe：ＡＳＺ,wc．

〃αＺｉｓＺＡ"`zZysis（TheJolmsHopkinsUniversityPress,1974)，ｐｐ､24-25.
32）Ｉbid.，ｐｐ､28-30. 

33）Jamesloyce,“ＷｉⅡiamB1ake，，ｉｎＴﾉｂｅ。."たα/Ｗ>層"ｆ'JgFqプル油esJの℃ｅ
ｅｄ・E1Iswortl1MasonandRicl1ardEllmann（TlleVikingPress，Ｎｅｗ
Ｙｏｒｋ：1964)，ｐｐ､221-2. 

34）ＪａｍｅｓＳ､Atherton，ＴﾉｈＢＢｏｏＡａＺＺｈｅＷｔｚＡｐ：ＡＳＺ"ｄｙｑ／αにｱαね'Ａ""

sio〃ｉ打"銅esJqy“'ｓＦＹ"？'Ggα"ｓＷｔ?AC（Soutl1erJlIllinoisUniversity
Press,1959)，Ｐ､２３６． 

３５）Ｉbid.なおJoyce，Ｕ“SBS(TlIeBodIeyHead，London：1958)，ｐ､377には
“NObodaddy”と言及されている．

36）FosterDamon，WiZ/in加Ｂ/αAC：HJsEAjZosopﾉ)j’α"ａＳｙ瀬6◎ん（Peter
Smith，Massachusetts：1958)，ｐ､288. 

37）Ellmann，ｐｐ､600-601脚注。

38）Campbell＆Robinson，ｐｌ９６脚注。

39）FrankBudgen,"ｍｃｓＪｎｙ“α''‘rAeM2A/'１９ｑ／‘UKj…s，（ＯｘｆｏｒｄＵｎｉ‐ 
versityPress，1972)，ｐｐ､318-320. 

40）Damon，ppl29-130，ｐｐ､297-298. 

41）Ｂlakeの予言香のテキストは，SlossandWallis(eds.),ＴﾉleB-”ＡａｉｃＷ７･"‐

ｉ"庫ｑ/ＴＷＺｊａｍＢﾉｑＡｅ（OxfordUniversityPrcss,1957）による。

42）Ｗ､Ｈ､Stevenson（Ｇｄ.)，Ｔｌ１ｃＰｏｅｍｓｏ(WilliamＢ]ake（Longman，London： 
1971)，ｐ290. 

43）StuartGilbcrIUJq"lCsJbﾂ“,ｓＵ⑭sS“（VintagcBooks,ＮｅｗＹｏｒｋ：1955)， 
ｐ30. 

44）BIake,Ｊｂ'wsaノビ加ｃｌ１ａｐ・Ｉのiiijに慨かれている「IMi瞥き」“TothePublic”
中の－文。

(なお，本穂は昭和５４牛皮法政大学轄別研光助成金による研究の成果であること
を付記します）

Hosei University Repository


